


枚方市立市駅前図書館の図書館員が毎回異なるテーマで厳選した本をご紹介するコーナーです。こちらの

本は枚方市内の図書館に所蔵されていますのでぜひお立ち寄りください。知らなかった本と出会い、あた

らしい自分に出会う、そんな1冊と出会う機会になればと願います。

記録をとる ‘note’ と、結ぶという ‘knot’ を組み合わせた造語 ‘knoto’ に、たくさんのつながりが生まれることを願い、複数形で『knot(e)s - ノー

ツ』と名付けました。スタッフと利用者が分け隔てなく書き込み合うノート(note)のような存在を目指し、『まち、学び、交流』とあなたを結ぶ

(knot)ものとなることを願っています。

とは？
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関連イベント

「テイク・ラボの工作教室 - 輪ゴム銃を作ろう」

 
株式会社テイク・システムズ 代表取締役

竹村 香織　たけむら・かおり

ここでは、さまざまな分野で活躍するプロフェッショナルへのインタビューを通して、

新しい視点や日々の悩み、課題解決のヒントになるような内容をお届けします。

生涯学習に触れ、動きだす、まだ知らない新しい自分に出会えるかも！

PROFILE

株式会社テイク・システムズ 代表取締役

竹村 香織（たけむら・かおり）

運営会社である株式会社テイク・システムズの新事

業として、「ものづくり」をもっとたくさんの人に

知ってもらいたい！「ものづくりを楽しむ人をもっ

と増やしたい！」という思いで2022年2月にテイ

ク・ラボを設立。ファブスペースでありながらコ

ワーキングスペースとしても気軽に利用できるみ

んなの「つくる」を応援する場所として幅広い層か

ら活用されている。

図書館スタッフ

おせつ さん

「風呂」

17
vol.

「風呂キャンセル界隈」

ある日、夫が風呂に入らなくなったことに気づいた衣津実。夫は水が

臭くて体につくとかゆくなると言い、入浴を拒み続ける。彼女はペッ

トボトルの水で体をすすぐように命じるが、そのうち夫は雨が降ると

外に出て濡れて帰ってくるように。「風呂に入らない」という些細なこ

とから「愛」について考えさせられる作品。

タイトル ｜水たまりで息をする

著者 ｜高瀬 隼子

出版社 ｜集英社文庫

おせちって漢字だとお節なんですね

「教えて！ライブラリアン」のお悩み募集は、Instagram のストーリーズ／ハイライト機能にて受け付けております。

図書館は本を読んだり、読み物をする場

所です。そのようなとき、誰もしゃべらな

いため、必然的に静かになります。なの

で、静かに過ごすことがマナーになって

います。ただ、当館のように、生涯学習交

流センターと境目なく並立している施設

では必ずしも図書館で静かに過ごさなけ

ればならないということはありません。

全国にはおしゃべりができるフロアや青

少年エリアが設けられていたりするとこ

ろも。とはいえ、中には静かに過ごしたい

方もいらっしゃるので、みなさんが心地

よく利用できるように、やさしい気配り

をお願いします。

QUESTION

10代 ラッキー 図書館スタッフ

「こんなとき、どんな本を読めばいいの？」そんな疑問やお悩みに、図書館スタッフがお応えする

コーナーです。日常のちょっとしたモヤモヤや気になるテーマに、本を通してアドバイス。あな

たの気分にぴったりの1冊、見つかるかもしれません。

ANSWER

Answer Book

新しい、美しい日本の図書館
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同じ悩みを抱える方へのオススメ

おさがしの本は

著者  ｜門井 慶喜

出版社  ｜光文社

図書館ウォーカー

著者  ｜オラシオ

出版社  ｜日外アソシエーツ

図書館・まち育て・デモクラシー

著者  ｜嶋田 学
出版社  ｜青弓社

図書館をつくる

編著 ｜堀場 弘・工藤 和美

写真 ｜淺川 敏
出版社  ｜彰国社
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なんで図書館って静かにしないとダメ

なの？
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『14ひきのあさごはん』
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take-labo.jp◀ワークショップの輪ゴム銃を手にかっこいいポーズ

の竹村さん。

ー今のお仕事を選ばれた理由をお聞かせ

いただけますか？

テイク・システムズの創業者である父か

ら、会社を継いでほしいと言われ 37 歳の

時にテイク・システムズに入社しました。

そしてまずはじめに取り組んだのがテイ

ク・ラボの設立でした。新事業としてコ

ワーキングスペースをオープンするにあ

たって、「自分たちらしい場所にしよう！」

と、私たちの大好きなものづくりが楽しめ

るスペースを作りました。

一活動する中で、大切にしている信念や

こだわりがあれば教えてください。

「も の づ く り を も っ と た く さ ん の 人 に

知ってほしい！」「ものづくりをもっと

たくさんの人と楽しみたい！」「ものづ

くり大国ニッポンを再起させたい！」と

にかくものづくりバカです！

ー竹村さんはどのようにして新しい技術や

視点を学び続けていますか？

とにかくたくさんの人にあって、たくさ

んの人の話を聞くことにしています。そ

れは１対１だったり、セミナーや講演会

などいろいろな場面がありますが、ひとつ

ひとつの言葉を受け止めて、気になるこ

とはすぐ調べるようにしています。

ーこれまで活動されてきた中で、さまざ

まな交流を経験されたと思いますが、そ

の中で特に「難しい」と感じた交流の場面

はありましたか？

テイク・ラボではお客さまとのやりとり

で、チャットをよく利用します。でももの

づくりの現場はやはり「百聞は一見に如か

ず」なことが多く、上手くつたえるのが難

しいことがあります。その時は写真や動

画をたくさん活用して、やり取りをして

います。

ー今後挑戦したいことや目標、夢をお聞か

せいただけますか？

将来のものづくり業界を支える仲間を増

やしたい！そのために、まずは「ものづく

りって楽しい！」という気持ちをみんな

に広げたいです。そしてそれは「枚方から

スタート！」 ものづくりの楽しさを発信

する活動を、どんどん続けていきます！

ー最後に、おすすめの本を教えていただけ

ますか？

いわむらかずおさんの絵本「14 ひきのあ

さごはん」です。14 ひきシリーズの中で

も、特 に 私 の お 気 に 入 り の 一 冊 で す。

自分が成長するにつれて、絵本に登場す

る様々なキャラクターの目線で物語を楽

しめるようになったのが印象的でした。

最 初 は 「く ん ち ゃ ん」、今 で は も ち ろ ん 
「おかあさん」 目線で読んでいます。

ー竹村さん、ありがとうございました。


